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〔論文審査の要旨〕 (Summary of the Dissertation Evaluation) 

  

本論文は，中国語を母語とする上級の日本語学習者（以下，上級日本語学習者）が第二言語として

の日本語の文章を読む時，内容に関する質問を作成することが文章の理解と記憶を促進するのか否

か，問いの生成は文章の理解にどのような影響を与えるのか，さらに読み手の個人差は問いの生成に

どのような影響を及ぼすのか，について実験的に検討したものである。 

論文の構成は，次のとおりである。 

第1章では，文章理解を扱った先行研究を体系的に概観し，読解過程を説明するモデルとそれが仮

定する心的表象について記述した。読み手が読解中にどのような情報に対して処理資源を配分するの

か，すなわち推論の現れとして，読解中に生成される問いを検討することの必然性を唱えるとともに，

上級日本語学習者の読解におけるモニタリングの重要性を指摘し，質問作成を検討対象とする本研究

の意義を導き出した。そして，質問作成が文章理解に与える効果を，質問解答と説明活動の比較に基

づいて検討する目的を設定した。 

第2章では，3つの実験について述べた。実験1では，上級日本語学習者の文章理解に対する質問

作成の促進効果が示された。すなわち，質問作成が説明予期と同程度に文章理解を促進することが確

認された。ただし，メタディスコースの標識と視覚表示の有無によって質問作成が文章理解に与える

効果は異なっていた。これらのことから，他者を想定した文章の読解において，質問作成は説明予期

よりも読解中の読み手に与える認知負荷が高くなることが示唆された。実験 2 では，実験 1 と同じ

く，上級日本語学習者の文章理解に対する質問作成の促進効果が示された。他者の理解を想定し，高

度な認知負荷が求められることで理解が促進されると解釈できる。「問いと答え生成」条件と「問い

生成」条件は，文章理解に同程度に寄与するが，カテゴリーごとの問いの産出数の結果から，両条件

は異なる読解過程を有していることが示された。「問いと答え生成」条件と「問い生成」条件が文章

理解に与える影響の生起理由として，読み手が各条件で文章中の異なる情報に着目することが推測さ

れる。実験3では，読み手の個人差が問いの生成に影響を与えることが確認された。上級日本語学習

者は，文章の読解過程で，作動記憶内の限られた処理資源を文章中の明示的な情報，因果関係にかか

わる情報に優先的に配分し，処理資源に余裕がある場合は，自身の既有知識を基に文章の吟味や評価

を行うことが示唆された。質問行動の過程ごとに異なる問いの生成が確認され，問いの生成は，吟味

が必要な情報に学習者の注意を向けさせること，また問いと答えの生成は，因果関係にかかわる問い

に学習者の注意を向けさせることが示唆された。  

第3章では，3つの実験の結果をまとめ，質問作成における問いと答えの生成が文章理解に与える



   

メカニズムについて総合考察を行った。そして，本研究の学術的意義と日本語教育への示唆を述べ，

今後の課題に言及した。 

本論文は，以下の3点で高く評価できる。 

１．上級日本語学習者の文章理解・記憶に対する質問作成の促進効果を明らかにし，認知負荷の観点

から読解中の質問作成の特徴を考察した点である。 

２．上級日本語学習者が目的に応じて読解中に生成する問いの様相を，量的・質的分析を通して明ら

かにした点である。 

３．読み手の個人差に着目し，言語性作動記憶の観点から，上級日本語学習者の説明文の読解におけ

る処理資源の配分の仕方について明らかにした点である。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があるものと認

められる。 
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